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63

避難を行うことにより健康ﾘｽｸが高まる避難行動要支援者に係る対応等

放射線防護施設（6施設）

10km

神恵内ﾊｲﾂ998
（収容可能者数：171人）

共和町保健福祉ｾﾝﾀｰ（PAZ兼用）
（収容可能者数：85人）

みのりの里（PAZ兼用）
（収容可能者数：135人）

ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾎｰﾑ岩内（整備中）
（収容可能者数（予定） ：345人）

あけぼの学園
（収容可能者数：95人）

岩内西小学校
（収容可能者数：413人）

 一時移転等が必要となった避難行動要支援者のうち、無理に避難するとかえって健康ﾘｽｸが高まる者については、
無理な避難を行わず、近傍のｺﾝｸﾘｰﾄ建屋へ収容。

 特に発電所から概ね10Km圏内では、放射線防護機能を付加した施設(6施設)を整備し、施設入所者等を加え、 最
大1,244人を収容可能。

 また、これら6施設では、 屋内退避者のための3日分の食料及び生活物資等を備蓄。
 さらに、屋内退避が3日を超える事態となった場合は、北海道電力が4日分の食料等を供給。

かもえない

きょうわちょう

いわない

いわない
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UPZ圏内における観光客等の一時滞在者の防護措置

関係町村 観光客数

くっちゃんちょう

倶知安町 8,890人

しゃこたんちょう

積丹町 8,807人

ふるびらちょう

古平町 773人

にきちょう

仁木町 332人

よいちちょう

余市町 7,489人

あかいがわむら

赤井川村 645人※2

UPZ圏内の観光客数※1

関係町村 観光客数

とまりむら

泊村 88人

きょうわちょう

共和町 605人

いわないちょう

岩内町 3,605人

かもえないむら

神恵内村 1,310人

すっつちょう

寿都町 1,686人※2

らんこしちょう

蘭越町 1,176人

ちょう

ﾆｾｺ町 7,608人

 自家用車や観光ﾊﾞｽによる観光客等の一時滞在者については、施設敷地緊急事態で帰宅やUPZ圏外への
退避を実施。

 自力による帰宅やUPZ圏外への退避が困難な観光客等の一時滞在者については、施設敷地緊急事態で
宿泊施設等への屋内退避準備を実施し、全面緊急事態で屋内退避を実施。

 一時移転が必要となった観光客等の一時滞在者は、関係町村が準備した一時滞在場所に一時移転等を
行う。また、一時滞在場所では、外国人観光客のために通訳の派遣や多言語による相談支援等を実施。

各町村における観光客数：平成27年実績

帰宅

自宅

自力で帰宅可能な
観光客等の一時滞在者

自力で帰宅できない
観光客等の一時滞在者

施設敷地緊急事態で

自家用車や観光ﾊﾞｽ
による退避

全面緊急事態で
宿泊施設等への屋内退避

屋内退避

一時移転等

通訳派遣等

を実施

関係協力機関 北海道災害対策本部

協力要請

防災行政無線、広報車、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等による情報を伝達

合 計 43,013人

関係町村災害対策本部

一時滞在場所

宿泊施設等

※1 観光客数については、平成27年12月31日現在のUPZ圏
内における入場ﾋﾟｰｸ時 （8月）での1日当たりの入込及
び宿泊数を基に算定

※2 寿都町及び赤井川村については、UPZ圏外の観光客数も
含めた観光客数

すっつちょう あかいがわむら


